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【誤訳訂正書】
【提出日】平成25年5月28日(2013.5.28)
【誤訳訂正１】
【訂正対象書類名】特許請求の範囲
【訂正対象項目名】全文
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　患者の線状創傷治療システムに使用する閉合医療用品補助枕において、当該閉合医療用
品補助枕が：
　　柔軟な閉合補助枕材から形成されており、中央部を有する補助枕本体を具え；
　当該補助枕本体が：
　　上側壁と；
　　底壁であって、前記上側壁とスペースを開けて連結されており、前記中央部の一方の
側部に第１の外側部を、及び、前記中央部の他方の側部に第２の外側部を有する底壁と；
　　前記第１の外側部に形成した第１の閉合部材と；
　　前記第２の外側部に形成した第２の閉合部材と；を具え、
　前記第１の閉合部材と第２の閉合部材が、前記閉合医療用品補助枕が減圧下に置かれた
ときに方向性のある力を発現するように動作可能であることを特徴とする閉合医療用品補
助枕。
【請求項２】
　請求項１に記載の閉合医療用品補助枕において、前記補助枕本体がシースルー材料でで
きていることを特徴とする閉合医療用品補助枕。
【請求項３】
　請求項１に記載の閉合医療用品補助枕において、前記補助枕本体がシリコーンでできて
いることを特徴とする閉合医療用品補助枕。
【請求項４】
　請求項１に記載の閉合医療用品補助枕において、前記補助枕本体が更に、吸上材ホルダ
を具え、前記閉合医療用品補助枕が更に、前記吸上材ホルダに連結した吸上材を具えるこ
とを特徴とする閉合医療用品補助枕。
【請求項５】
　請求項１に記載の閉合医療用品補助枕において、前記方向性のある力が内側向の閉合力
を含むことを特徴とする閉合医療用品補助枕。
【請求項６】
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　請求項１に記載の閉合医療用品補助枕において、前記方向性のある力が圧縮力を含むこ
とを特徴とする閉合医療用品補助枕。
【請求項７】
　請求項１に記載の閉合医療用品補助枕において、前記方向性のある力が内側閉合力と圧
縮力を具えることを特徴とする閉合医療用品補助枕。
【請求項８】
　患者の線状創傷を治療するシステムに用いる閉合医療用品補助枕において、当該閉合補
助枕が：
　　柔軟な閉合補助枕材でできた補助枕本体とを具え；
　前記閉合補助枕本体が：
　　前記補助枕本体の第２の面に形成されており、第１の斜壁を有する第１の閉合部材と
；
　　前記補助枕本体の前記第２の面に形成され、第２の斜壁を有する第２の閉合部材と；
　　前記補助枕本体に連結した吸上材ホルダと；
　　前記吸上材ホルダに取り付けた吸上材であって、液体を除去するための液流通路を有
する吸上材と；を具え、
　前記第１の閉合部材と第２の閉合部材が、前記閉合医療用品補助枕が減圧下にあるとき
に、内側向の力を発現するように動作可能であることを特徴とする閉合医療用品補助枕。
【請求項９】
　請求項８に記載の閉合医療用品補助枕において、前記第１の閉合部材と第２の閉合部材
が、前記閉合医療用品補助枕が減圧下にあるときに圧縮力を発現するように動作可能であ
ることを特徴とする閉合医療用品補助枕。
【請求項１０】
　請求項８に記載の閉合医療用品補助枕において、前記補助枕本体がシースルー材料でで
きていることを特徴とする閉合医療用品補助枕。
【請求項１１】
　請求項８に記載の閉合医療用品補助枕において、前記補助枕本体がシリコーンでできて
いることを特徴とする閉合医療用品補助枕。
【請求項１２】
　患者の線状創傷を治療するシステムに使用する閉合医療用品補助枕において、当該閉合
補助枕が：
　　柔軟な閉合補助枕材でできた補助枕本体と；
　　前記補助枕本体の第２の面に形成され、中央領域の第１の側面に形成された第１の閉
合部材と；
　　前記補助枕本体の第２の面に形成され、中央領域の第２の側面に形成された第２の閉
合部材と；を具え、
　　前記第１の閉合部材と第２の閉合部材が、減圧下に置かれたときに互いに向かって移
動するように動作可能であり；
　　前記補助枕本体が、光が十分に通過して、前記閉合医療用品補助枕の外側位置から色
が検出できるように動作可能であることを特徴とする閉合医療用品補助枕。
【請求項１３】
　請求項１２に記載の閉合医療用品補助枕において、前記補助枕本体がシリコーンででき
ていることを特徴とする閉合医療用品補助枕。
【請求項１４】
　請求項１２に記載の閉合医療用品補助枕が更に、前記補助枕本体に形成された吸上材ホ
ルダと、当該吸上材ホルダに取り付けた吸上材を具えることを特徴とする閉合医療用品補
助枕。
【請求項１５】
　患者の線状創傷を治療するシステムに使用する医療用品アッセンブリにおいて、当該医
療用品アッセンブリが：
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　　柔軟な閉合補助枕材からできており、第１の面及び組織に対向する第２の面とを有す
る、補助枕本体を具え；
　前記補助枕本体が：
　　当該補助枕本体の中央創傷領域の第１の側面の第１の閉合部材と；
　　当該補助枕本体の中央創傷領域の第２の側面の第２の閉合部材と；を具え、
　　前記第１の閉合部材と第２の閉合部材が、前記閉合医療用品補助枕が減圧下にあると
きに、互いの方向に移動して圧縮力を発現するように動作可能であり；
　　補助枕本体の第１表面近傍に配置され、補助枕本体の上にシールを形成するように動
作するオーバードレープを具えることを特徴とする医療用品アッセンブリ。
【請求項１６】
　請求項１５に記載の医療用品アッセンブリにおいて、前記補助枕本体がシースルー材料
でできていることを特徴とする医療用品アッセンブリ。
【請求項１７】
　請求項１５に記載の医療用品アッセンブリにおいて、前記補助枕本体がシリコーンでで
きていることを特徴とする医療用品アッセンブリ。
【請求項１８】
　請求項１５に記載の医療用品アッセンブリが更に、前記補助枕本体に形成された吸上材
ホルダと、当該吸上材ホルダに取り付けた吸上材とを具えることを特徴とする医療用品ア
ッセンブリ。
【請求項１９】
　請求項１５に記載の医療用品アッセンブリにおいて、前記補助枕本体がシースルー材料
でできており、前記補助枕本体が、十分に光を透過して前記医療用品アッセンブリの外側
位置から前記線状創傷の色を見ることができるように動作可能であることを特徴とする医
療用品アッセンブリ。
【請求項２０】
　患者の線状創傷を治療するシステムに使用する閉合医療用品補助枕を製造する方法にお
いて、当該方法が：
　　柔軟な閉合補助枕材料から補助枕本体を形成するステップを具え；
　　当該補助枕本体形成ステップが、当該補助枕本体に第１の側面と第２の側面を形成す
るステップを具え、前記補助枕本体が中央領域を有し、この中央領域の一方の側部に前記
第１の側面があり、他方の側部に前記第２の側面があり；
　前記補助枕本体形成ステップが更に：
　　前記中央領域の前記第１の側面の前記補助枕本体に第１の閉合部材を形成するステッ
プと；
　　前記中央領域の前記第２の側面の前記補助枕本体に第２の閉合部材を形成するステッ
プと；を具え、
　前記第１の閉合部材と第２の閉合部材が、前記閉合医療用品補助枕が減圧下にあるとき
に内側向の閉合力を発現することを特徴とする方法。
【請求項２１】
　請求項２０に記載の方法において、前記補助枕本体を形成するステップが更に、前記補
助枕本体を、減圧下に置かれたときに圧縮力を発現するように形成するステップを具える
ことを特徴とする方法。
【請求項２２】
　請求項２０に記載の方法において、前記補助枕本体を形成するステップが更に、吸上材
ホルダを形成するステップを具えることを特徴とする方法。
【誤訳訂正２】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】０００６
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
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【０００６】
　別の実施例によれば、患者の線状創傷を治療するシステムに使用する閉合医療用品補助
枕は、柔軟な閉合補助枕材でできた補助枕本体を具える。この閉合補助枕本体は、補助枕
本体の第２の面に形成した第１の閉合部材を具える。第１の閉合部材は、第１の斜壁を具
える。閉合補助枕本体は、補助枕本体の第２の面に形成した第２の閉合部材を具える。第
２の閉合部材は、第２の斜壁を具える。この補助枕本体は、更に、補助枕本体に連結され
た吸上材ホルダと、この吸上材ホルダに取り付けた吸上材を具える。この吸上材は流体を
取り除くための流体経路を有する。第１の閉合部材と第２の閉合部材は、閉合部材補助枕
が減圧下にあるときに、内側に向かう力を生じるように操作することができる。
【誤訳訂正３】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００３５
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００３５】
　主に図５を参照して、閉合医療用品補助枕２４６の別の実施例を説明する。閉合医療用
品補助枕２４６は、第１の側部２５３または第１の側面上の第１の閉合部材２５２、及び
第２の側部２５５又は第２の側面上の第２の閉合部材２５４と共に形成した、補助枕本体
２５０を具える。第１及び第２の閉合部材２５２は吸上材ホルダ２３６に対して上向きに
角度がついた（図に示す方向）斜壁を有する。中央部分２６８に対して、オーバーレイ片
２６５またはオーバーレイは、閉合部材２５２と２５４を覆った状態で保持している。閉
合部材２５２と２５４間のギャップは、吸上材２３８を保持する吸上材ホルダ２３６を形
成している。吸上材２３８の形状と吸上材２３８の物質は、下にある線状創傷（例えば、
図１における線状創傷１２）を乾いた清潔な状態に保つように動作可能である。
【誤訳訂正４】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００３６
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００３６】
　吸上材２３８に使用できる材料には、疎水性材料、親水性材料及び以下に述べる成形し
た医療用品補助枕材５３２に用いることができる他でリストに挙げた材料全部（図８を参
照）が含まれる。オーバーレイ片２６５及び閉合部材２５２と２５４は、シースルー材料
で作って、閉合医療用品補助枕材２４６をシステムと共に使用できるようにして、閉合医
療用品補助枕材２４６の外（例えば、図６参照）及びシステム外の位置から閉合医療用品
補助枕材２４６の下にある線状創傷の色、色影、創傷エッジあるいはその他の特徴をヘル
スケア提供者が見ることができるようにしても良い。
【誤訳訂正５】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００３７
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００３７】
　動作中は、閉合医療用品補助枕材２４６は減圧下で曲げモーメントを発現して、第１の
閉合部材２５２と第２の閉合部材２５４の下側部分を患者の上皮の下側（図に示す方向）
及び内側に押して、圧縮力あるいは閉合力の双方を線状創傷に向けるようにすることがで
きる。吸上材ホルダ２３６へ送達された減圧は、第１の閉合部材２５２と第２の閉合部材
２５４を互いに近づけるように移動させ、これによって閉合力を提供する。閉合医療用品
補助枕材２４６は、吸上材２３８が線状創傷に接触して、線状創傷から発することができ
る流体を取り除く役割をするような大きさと構造を有する。このような流体は、減圧イン
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ターフェースに送達され、次いで、減圧源の影響の下、減圧管によってキャニスタに送達
される。
【誤訳訂正６】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００４４
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００４４】
　第１の部分４５３の上の第１の壁４３７と、第２の部分４５５の上の第２の壁４３９は
、吸上材４３８を保持する吸上材ホルダ４３６を形成している。吸上材４３８は、線状創
傷４１２に対して保持されており、医療用品アセンブリ４４０が減圧下に置かれたときに
、例えば滲出液などの流体を除去する働きをする。
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